
万博での技術実証を経て、「ミラブルテクノロジー＝次世代のインフラ」へ

サイエンス20周年記念式典「感謝の集い」を開催

〜これまでの20年とこれからの20年に向けた取り組みを発信介護・宇宙領域への展開も〜
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株式会社サイエンス

ファインバブル技術で社会課題の解決を目指す企業、株式会社サイエンス（本社:大阪府大阪市、代

表取締役社長:水上康洋、以下当社）は、2026年4月20日（月）に会社創立20周年を記念し、『サイ

エンス20周年記念式典「感謝の集い」』を開催いたしました。式典では、創業から現在に至るまでの

歩みを振り返るとともに、「ミライ人間洗濯機」の社会実装の進展や、介護領域への展開、さらには

宇宙空間での活用を見据えた新たな取り組みなど、次の20年に向けた事業ビジョンについて発信しま

した。

当日の様子

オープニング映像：「20年の歩み」と「万博」での集大成

式典は、サイエンスの20年にわたる歩みを振り返るオープニング映像で幕を開けました。映像では、

創業から当社の技術の集大成ともいえる大阪・関西万博への出展に至るまでの歩みを紹介し、これま

での軌跡を一つのストーリーとして会場内で共有しました。当日は、これまで当社を支えてくださっ

た多くの関係者の皆さまにご来場いただき、20年の歩みをあらためて振り返る機会となりました。



主催者挨拶：20周年の節目を迎えて

続いて、サイエンスホールディングス 代表取締役会長 青山恭明が登壇し、主催者挨拶を行いました。

挨拶では、創業当初を「机3つでいっぱいになる小さな事務所からのスタートだった」と振り返るとと

もに、幾多の困難な局面を支えてくださった関係者の皆さまへの感謝を述べました。加えて、大阪・

関西万博への参画にあたっては、当時まだ無名であった当社がスポンサー募集に対し大きな投資額を

提示した経緯にも触れ、「後戻りできない状況の中で一致団結し、事業成長を遂げた結果、実際に拠

出することができた」と語りました。こうした歩みをあらためて振り返ることで、現在の事業基盤が

挑戦の積み重ねによって築かれてきたことを共有するとともに、20周年という節目を迎えられたこと

への感謝をお伝えする機会となりました。

サイエンスこれからの20年について

歓談後には、青山が再び登壇し、次の20年を見据えた今後の取り組みについて語りました。冒頭で

は、新たな役員体制を紹介するとともに、今後は次世代を中心とした経営体制へ移行していく方針を

共有しました。そのうえで、「関与するすべての人々に感動と喜びを与え続ける」という奉仕の精神

の重要性を力強く語り、これからのサイエンスを担うメンバーへの期待を寄せました。



続いて、万博を契機として「ミライ人間洗濯機」の社会実装が急速に進んでいる現状にも言及。ホ

テルをはじめ、商業施設やマンション、温浴施設などでの展開を紹介し、国内外で広がりを見せてい

ることを示しました。さらに、介護領域においても、ミライ人間洗濯機の社会実装版である「ミラブ

ル アシストバス」の展開が進んでいることに触れ、「入浴の負担を軽減し、お年寄りがより多く入浴

できる環境を実現することで、喜びを届けたい」との思いを述べました。

さらに、ファインバブル製品市場の現状について、今後は確かな技術に裏打ちされた企業が社会や

市場から信頼を得ていくとの認識を示し、技術開発に対する強い姿勢を語りました。加えて、「宇宙

シャワー」の開発にも言及し、2030年を見据えた新たな挑戦について紹介。現在、宇宙空間では身体

を拭くケアが中心である中で、「少量の水で宇宙空間でも体を綺麗にできるシャワーを、2030年に向

けて完成させる」と、具体的な開発目標を示しました。

最後に、今後のサイエンスを担う若いメンバーについて触れ、「うまくいった時は褒めてやってほ

しい。うまくいかない時は遠慮なく叱ってほしい。叱られてもすねるような人間はいない。素直に反

省し、前を向いて一生懸命やる」と述べ、周囲からの一層の支援を呼びかけました。その言葉には、

次の20年を見据える確かな決意と、未来を担う世代への大きな期待が込められていました。



会社名 ：株式会社サイエンス

所在地 ：〒532-0011大阪市淀川区西中島5-5-15新大阪セントラルタワー北館5F

代表取締役社長：水上康洋

法人設立 ：2007年8月

事業内容 ：ファインバブル製品の開発・製造・販売及びメンテナンス

WEBサイト ：https://i-feel-science.com/

サイエンス会社概要

エンドロール

式典終盤には抽選会やエンドロール映像の上映も行われました。エンドロールでは、これまで当社

を支えていただいた関係者の皆様からのコメントが紹介され、「世界に羽ばたいてほしい」といった

今後への期待の声が寄せられ、次の20年に向けた思いを共有する締めくくりとなりました。
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